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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月30日(2021.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号６のペプチドとオレイン酸又はその塩とを含む生物活性複合体。
【請求項２】
　前記ペプチドは配列番号７に記載のペプチドである、請求項１に記載の生物活性複合体
。
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【請求項３】
　配列番号６のペプチド。
【請求項４】
　配列番号７のペプチドである、請求項３に記載のペプチド。
【請求項５】
　生物活性複合体を調製する方法であって、
　粉末形態のポリペプチド要素と固体のオレイン酸又はその医薬的に許容可能な塩との混
合物を少なくとも２つの塩を含む水性溶媒に溶解することを含み、
　第１の塩は塩化ナトリウム又は塩化カリウムであり、第２の塩はリン酸二ナトリウム又
はリン酸一カリウムであり、
　前記溶解は、５０℃以下の適温で行われる、方法。
【請求項６】
　前記水性溶媒は、リン酸一ナトリウム又はリン酸一カリウムである第３の塩をさらに含
む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記適温は、１０℃～４０℃である、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　外気温で行われる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記溶解により得られた溶液を濾過することをさらに含む、請求項５～８のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１０】
　溶媒を除去し、固体の前記複合体を得ることをさらに含む、請求項５～９のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記溶媒は凍結乾燥により除去される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ポリペプチド要素は、膜を摂動する活性を有するαラクトアルブミン、リゾチーム
若しくは他のタンパク質から選択される天然タンパク質、又はそれらの分子内結合が欠損
したそれらの変異体若しくは断片である、請求項５に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ポリペプチド要素は、５０アミノ酸以下のペプチド断片である、請求項１２の方法
。
【請求項１４】
　前記ペプチド断片は、請求項１２で定義された天然タンパク質又はそれらの変異体のα
ヘリックスドメインを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ペプチドは、配列番号１、２、５又は６のペプチドである、請求項１４に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記ペプチドは、配列番号７のペプチドである、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ポリペプチドは、αラクトアルブミンである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ポリペプチドは、ウシαラクトアルブミンである、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１の塩は、塩化ナトリウムである、請求項５～１８のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項２０】
　前記第２の塩は、リン酸二ナトリウムである、請求項５～１９のいずれか１項に記載の
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方法。
【請求項２１】
　前記第３の塩は、リン酸一カリウムである、請求項６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複合体は、使用直前に無菌水を用いて再構成される請求項１０又は１１に記載の方
法。
【請求項２３】
　請求項５～２２のいずれか１項に記載の方法により得られる生物活性複合体。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の生物活性複合体を含む医薬組成物。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の生物活性複合体を含む機能性食品組成物。
【請求項２６】
　請求項２３に記載の生物活性複合体又は請求項２４若しくは２５に記載の組成物の有効
量を、それらを必要とする患者に投与することを含む、癌又はウイルス感染を治療又は予
防する方法。
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